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第4号
7 月

今
回
は
、
第
二
外
環
状
道
路
の

状
況
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

平
成
元
年
八
月
に
都
市
計
画
決

定
の
告
示
が
な
さ
れ
、
こ
の
年
か

ら
国
土
交
通
省
（
当
時
建
設
省
）

に
よ
り
事
業
が
始
ま
り
ま
し
た
。

こ
の
道
路
は
京
滋
バ
イ
パ
ス
を

延
ば
し
た
久
御
山
Ｉ
Ｃ（
仮
称
）か

ら
名
神
高
速
道
路
を
経
由
し
、
京

都
縦
貫
自
動
車
道
ま
で
を
結
ぶ
延

長
約
十
五
・
七
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の

四
車
線
自
動
車
専
用
道
路
で
す
。

京
滋
バ
イ
パ
ス
か
ら
名
神
高
速

道
路
ま
で
は
、Ａ
区
間
と
呼
ば
れ
、

国
土
交
通
省
と
日
本
道
路
公
団
で

平
成
十
五
年
三
月
開
通
を
目
指
し

て
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

名
神
高
速
道
路
と
交
差
す
る
地

点
に
は
、
大
山
崎
Ｊ
Ｃ
Ｔ
・
Ｉ
Ｃ

（
仮
称
）
が
作
ら
れ
ま
す
。

大
山
崎
Ｊ
Ｃ
Ｔ
・
Ｉ
Ｃ（
仮
称
）

の
場
所
は
、
国
道
百
七
十
一
号
線

の
大
山
崎
町
体
育
館
付
近
で
、
左

に
そ
こ
か
ら
望
む
長
岡
京
市
域
の

写
真
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

名
神
高
速
道
路
か
ら
京
都
縦
貫

自
動
車
道
ま
で
は
、
Ｂ
区
間
と
呼

ば
れ
、
長
岡
京
市
内
を
通
る
の
は

は
ト
ン
ネ
ル
部
分
約
一
・
六
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
を
含
め
て
、
延
長
約

四
・
七
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
す
。

そ
し
て
、
現
在
事
業
中
で
あ
る

都
市
計
画
道
路
の
石
見
下
海
印
寺

線
と
接
続
す
る
友
岡
・
下
海
印
寺

地
区
に
、
長
岡
京
Ｉ
Ｃ
（
仮
称
）

が
設
け
ら
れ
ま
す
。

現
在
ま
で
の
進
捗
状
況
は
、
平

成
三
〜
六
年
度
に
か
け
て
測
量
杭

設
置
、
地
形
測
量
、
ボ
ー
リ
ン
グ

に
よ
る
地
質
調
査
な
ど
の
路
線
測

量
が
行
わ
れ
た
の
を
始
め
と
し
、

平
成
十
一
年
か
ら
は
道
路
の
ト
ン

ネ
ル
部
分
を
除
く
延
長
約
三
・
一

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
つ
い
て
、
国
土

交
通
省
が
中
心
と
な
っ
て
、
道
路

の
線
形
や
構
造
な
ど
の
予
備
設
計

に
着
手
し
て
き
ま
し
た
。

平
成
十
三
年
三
月
に
は
、
日
本

道
路
公
団
に
対
し
て
有
料
道
路
の

事
業
許
可
が
お
り
、
国
土
交
通
省

と
日
本
道
路
公
団
に
よ
る
合
併
施

行
が
決
ま
り
、
現
在
両
者
に
よ
り

費
用
協
定
や
施
行
区
間
な
ど
の
協

議
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
Ｊ
Ｒ
や
阪
急
と
の
鉄
道

交
差
や
調
子
八
角
交
差
点
付
近
の

交
差
形
態
を
中
心
に
、
そ
れ
ぞ
れ

の
施
設
管
理
者
と
の
構
造
協
議
も

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

道
路
に
か
か
る
地
域
に
住
ま
れ

て
い
る
方
々
の
買
取
要
望
に
基
づ

く
事
業
用
地
の
先
行
取
得
に
つ
い

て
は
、
平
成
十
三
年
度
末
現
在
、

市
の
試
算
で
全
体
の
約
四
十
一
％

と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
年
度
も
国
土
交
通
省
に
お
い

て
は
用
地
取
得
の
予
算
を
確
保

し
、
業
務
を
代
行
す
る
京
都
府
土

地
開
発
公
社
が
予
算
の
範
囲
内

で
、
買
取
を
要
望
さ
れ
る
方
と
の

交
渉
に
あ
た
る
予
定
で
す
。

し
か
し
、
こ
の
Ｂ
区
間
の
全
体

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
依
然
明
確
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

環
境
悪
化
へ
の
対
策
を
ど
う
す

る
の
か
な
ど
、
今
後
の
事
業
進
捗

ご
と
に
市
民
へ
の
分
か
り
や
す
い

情
報
提
供
を
求
め
て
い
き
ま
す
。

京
都
第
二
外
環
状
道
路
に
つ
い

て
の
ご
意
見
・
ご
質
問
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

部

内

資

料

ど
う
な
っ
て
る
の
第
二
外
環
状
道
路

長岡京IC（仮称）予定地

京都府南部の自動車専用道路概略図
長岡京市HPより（一部加工してあります）

長岡京IC（仮称）予定地

国土交通省／日本道路公団作成のパンフレットより

大山崎JCT・IC（仮称）から長岡京市域を望む

市
民
に
分
か
り
や
す
い
情
報
提
供
を

阪急

阪急

ト
ン
ネ
ル
部
分

JR

JR

名神高速

名
神
高
速



の
受
水
費
、
設
備
修
繕
費
、
減
価

償
却
費
な
ど
の
事
業
費
用（
支
出
）

か
ら
な
り
、
当
年
度
の
損
益
取
引

に
基
づ
く
も
の
で
す
。

資
本
的
収
支
は
、
企
業
債
、
分

担
金
な
ど
の
資
本
的
収
入
と
設
備

の
建
設
改
良
費
、
企
業
債
償
還
金

な
ど
の
資
本
的
支
出
か
ら
な
り
、

投
下
資
本
の
増
減
に
関
す
る
取
引

を
表
し
て
い
ま
す
。

収
益
的
収
支
で
は
一
・
六
億
円

の
赤
字
決
算
と
な
り
、
利
益
積
立

金
、
建
設
改
良
積
立
金
を
取
り
崩

し
て
補
填
さ
れ
ま
す
。

長
岡
京
市
の
平
成
十
四
年
第
二

回
議
会
（
六
月
）
定
例
会
が
、
六

月
七
日
（
金
）
か
ら
二
十
一
日

（
金
）
ま
で
十
五
日
間
の
会
期
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
議
会
で
は
専
決
処
分
（
議

会
に
諮
ら
ず
に
市
長
権
限
で
処
分

す
る
こ
と
）
の
承
認
を
求
め
る
報

告
や
左
表
に
あ
る
議
案
・
陳
情
・

意
見
書
な
ど
の
審
査
・
採
決
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
、
平
成
十
三
年
度
の

水
道
事
業
会
計
決
算
の
認
定
に
つ

い
て
報
告
し
ま
す
。

水
道
事
業
会
計
は
、
公
営
企
業

会
計
方
式
で
行
っ
て
お
り
、
収
益

的
収
支
と
資
本
的
収
支
に
区
分

し
、
企
業
活
動
の
期
間
損
益
計
算

を
明
ら
か
に
し
て
い
ま
す
。

収
益
的
収
支
は
、
水
道
料
金
、

他
会
計
か
ら
の
繰
入
金
な
ど
の
事

業
収
益
（
収
入
）
と
京
都
府
営
水
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資
本
的
収
支
で
の
不
足
額
で
あ

る
三
・
八
億
円
は
損
益
勘
定
留
保

資
金
か
ら
主
に
補
填
さ
れ
ま
す
。

長
岡
京
市
の
地
下
水
を
守
り
、

二
水
源
化
す
る
こ
と
で
将
来
に
わ

た
り
安
定
的
な
水
を
供
給
す
る
た

め
に
導
入
さ
れ
た
京
都
府
営
水
で

す
が
、
給
水
原
価
が
大
き
く
上
が

っ
た
こ
と
も
事
実
で
す
。

こ
れ
か
ら
の
水
需
要
は
大
き
な

伸
び
が
期
待
で
き
な
い
た
め
、
厳

し
い
事
業
運
営
が
続
き
ま
す
。

平
成
十
四
年
度
は
、
府
営
水
受

水
費
用
の
う
ち
基
本
料
金
部
分
の

軽
減
措
置
が
延
長
さ
れ
た
た
め
、

約
一
億
円
の
赤
字
が
軽
減
さ
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
（
第
四
十
九

号
議
案
）
が
、
一
般
会
計
か
ら
二

億
円
を
繰
入
し
て
も
、
〇
・
六
億

円
の
赤
字
の
状
態
で
す
。

今
後
と
も
京
都
府
へ
府
営
水
の

受
水
量
や
受
水
費
の
変
更
に
つ
い

て
要
望
し
て
い
く
と
と
も
に
、
コ

ス
ト
低
減
を
目
指
し
、
改
正
水
道

法
で
可
能
と
な
っ
た
包
括
的
な
業

務
の
民
間
委
託
の
検
討
な
ど
を
、

確
実
に
実
行
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
考
え
ま
す
。

今
号
の
後
援
会
ニ
ュ
ー
ス
で
も

ご
報
告
い
た
し
ま
し
た
通
り
、
松

下
電
器
産
業
（
神
足
焼
町
１
番
地
）

に
て
久
し
ぶ
り
の
お
祭
り
を
開
催

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

当
日
は
、
延
べ
千
四
百
世
帯
の

地
域
の
方
々
や
従
業
員
の
方
々
に

参
加
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

当
初
は
、
台
風
５
号
の
影
響
で

前
日
か
ら
当
日
に
か
け
て
雨
と
言

う
予
報
の
中
、
雨
対
策
も
視
野
に

入
れ
な
が
ら
の
準
備
で
し
た
が
、

そ
ん
な
心
配
も
よ
そ
に
、
ビ
ー
ル

が
美
味
し
い
日
和
と
な
り
…
感
謝
。

こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ん
に
楽
し
ん

で
い
た
だ
け
る
行
事
と
な
る
よ
う

頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。（
Ｍ
・
Ｋ
）

進藤裕之の主な活動記録
4月
12日 第21回電機産業「京滋労使会議」
27日 第3回後援会代表幹事会
28日 第31回春の観光まつり

5月
1日 第73回連合京都乙訓地域メーデー
12日 平成14年度水防訓練

(澱川右岸水防組合／桂川・小畑川水防事務組合)
18日 小泉川ゴミひろいボランティア

（奥海印寺～柳谷観音）
23、24日 総務産業常任委員会行政視察

（川越市・相模原市）
27日 合同市民懇話会一斉市民相談会

30､31日 松下電器産業労働組合組織内議員団(ＭＣＭ)
京滋奈中部ブロック研修(草津市･八日市市)

6月
3日 京都南部都市広域行政圏

推進協議会審議会（第1回）
7～21日 平成14年第2回議会定例会
7､8日 ＭＣＭ総会
28日 第16回幼年消防クラブのつどい

7月
6日 第21回小畑川クリーン作戦／

Ｗａｖｅフェスタｉｎ長岡京
7日 第2回あじさいまつり
8日 日経テレコン21特別セミナー

「分権時代の自治体改革」
11日 第4回後援会代表幹事会
13日 長岡第九小学校　夏まつり
14日 平和を考える市民フォーラム '02

7／6(土)に松下電器産業(株)半導体社構内にて「Waveフェスタin長岡京」が開催されました。

当日は、ガンバ大阪Ｊｒコーチによる少年サッカー教室、シュートガン体験コーナーや、模擬

店、長岡京市の新鮮野菜即売会、乙訓福祉施設の手作り授産品即売会、お楽しみ抽選会などたく

さんの方々に来ていただき本当にありがとうございました。

これからもこのようなイベントを継続していく予定ですので、今回来られなかった方は、ぜひ

次回にお越しください。

▼
平
成
十
四
年
第
二
回
議
会
定
例
会
報
告
▲

長岡京市の人口と世帯数
（平成14年7月1日現在）

人　口　　77,861人

男性　38,088人

女性　39,773人

世帯数　　30,525世帯

1世帯当り人数

2.55人/世帯

この議会で採決された報告は5件、議案は8件で
すべて承認、可決(認定)されました。
第42号議案－長岡京市市税条例等の一部改正について

第43号議案－長岡京市消防団員等公務災害補償条例の

一部改正について

第44号議案－長岡京市非常勤消防団員に係る退職報奨金の

支給に関する条例の一部改正について

第45号議案－平成13年度長岡京市水道事業会計決算の

認定について

第46号議案－平成14年度長岡京市粟生財産区特別会計予算

第47号議案－平成14年度長岡京市一般会計補正予算(第１号)

第48号議案－平成14年度長岡京市老人保険医療事業特別会計

補正予算(第１号)

第49号議案－平成14年度長岡京市水道事業会計

補正予算(第１号)

陳情は1件(趣旨を了としない)でした。

請願２件は閉会中の継続審査となりました。

また、議員提出の議会規則が1件、意見書が1件あり、

どちらも可決されました。

平成13年度
水道事業会計決算

・収益的収支(消費税込み)
収入　26.2億円
支出　27.8億円

・資本的収支(消費税込み)
収入　 6.5億円
支出　10.3億円

京都府営水の源 日吉ダムのビジターセンターから

少年サッカー教室 子どもに人気のヨーヨーつり 全国キャラバン・バス　Wave号




